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11. データシステム部会報告 
 
11-1．背景 

地球の自然系サブシステムと人間系サブシステム

それぞれの、および相互作用の複雑性やその変動の

多様性を考慮すると，地球観測データは極めて多様

である．また，衛星観測の活用機会が今後ますます

増大し，数値モデルの高性能化に伴いその出力が急

激に増加することを考慮すると，地球観測で取り扱

うデータは必然的に大容量となると予想される．多

様で多量のデータを統合化して，地球システムの理

解を深め，変動の予測能力を高め，政策決定に資す

る品質管理された有用な情報へと変換し，その利用

を効率的・効果的に促進することが急務である．  

 

11-2. ニーズと現状 

地上観測，高層観測，航空機・船舶による観測等

の地上ベースの観測や衛星観測から得られるデータ

を利用して，地球システムの理解を深め，その変動

に対する予測能力と対応能力を高めて社会経済的な

利益につながる政策や意思決定を支援していくこと

が国際的に求められている．そのためには，膨大で

多様な地球観測データを，収集・アーカイブし，デ

ータの品質を管理し，統合的に利用して，有用な科

学的知見を抽出し，予測精度を高め，管理や政策決

定に有用な情報へと翻訳し，その情報を国際的に共

有できるシステムを構築しなければならない．しか

し，現状では以下の問題点がある． 

 

11-2-1. 観測データの公開性，流通性，統一的利用

性が十分ではない 

(1)現業的な観測データについて，例えば気象や海洋

等の分野では，観測の標準化，データ収集，品質管

理，統一フォーマット化，アーカイブ，公開方法な

どが国際的枠組みの下に合意され，実行されている

が，水資源に関する分野など特に各国間の利害に深

く関連する分野ではデータの共有化（公開性．流通

化）は遅れている．また，これまで国際的な枠組み

の下で進められてきた高層観測等の直接観測が質・

量ともに近年低下している国や地域もある． 

 

(2)研究的な観測データについては，先端的な観測機

材の投入や一部地域，期間の強化観測によって多く

の発見的成果を得ているもがあり，また生態調査や

人間活動が環境に与える影響に関するデータ収集も

進められているものの，計測方法やデータフォーマ

ットが多様で，データの品質，加工度のレベル，精

度にも格差があり，統合的利用のボトルネックにな

っている．また，有用なデータが得られても，その

公開性，長期継続性については大きな問題がある． 

 

(3)現業的な観測データの場合はオンラインでのリ

アルタイム利用が可能な場合があるが，研究的な観

測データはオフラインの遅れモード利用がほとんど

であり，予測や危機管理に適さない場合が多い． 

 

11-2-2. 観測データの統合的利用が図られていない 

(1)地上観測は時間的連続性を有しているが点観測

の場合が多く，また航空機，船舶は線的，衛星は面

的な観測ではあるが，いずれもスナップショット的

な観測の場合が多い．この時空間的特徴の違いが，

観測データ相互の統合的利用を困難にしている．と

りわけ衛星観測データの場合は，そのデータ量が膨

大であり，時空間分解能や投影図法等が多様で，観

測時の付随情報の活用が複雑であることが，他の観

測データや数値モデル出力との統合的利用の阻害要

因となっている． 

(2)一般に時間的，空間的に連続なデータを観測のみ

から得ることはできず，地球システムの変動性の理

解や予測には不十分な場合があり，離散的データを

統合するモデルが必要となる． 

(3)地球観測データ量は膨大であり，かつそれは急激

に増加しており，2010年頃には数～数十ペタ（10の

15乗）バイトに達するといわれている．コンピュー

タの計算機性能についても同程度の割合の向上が見

込まれるものの，膨大なデータの取り扱いと解析の

ための人的資源の投入とソフトウェア開発の早急な

対応が講じられないと，観測データの有効利用が図

られないばかりか，データの収集，アーカイブすら

できない可能性が懸念される． 

 

11-2-3. 危機管理や資源管理等の政策や意思決定の

ための情報が共有されていない 

(1)危機管理や資源管理などの政策や意思決定にお

いて，地球観測データや数値モデル出力等の自然科

学的な情報が活用されるニーズは非常に高いが，現

在これら場面で有効に利用されていない．実際の危

機管理や資源管理では，広域の現状の把握のみなら

ず，地域的な特性に依存したローカルな将来動向に

関する情報があわせて必要な場合が多く，実際の管

理ニーズにあわせた有用な情報への翻訳が必要とな

る．現在この翻訳システムの開発が致命的に遅れて

いる． 

(2)気象や海洋情報等，国際的な情報共有が進められ

ている場合もあるが，一般にはこれらの情報を国際

的に共有するための情報ネットワークとこれを運営

する枠組みが未整備である． 

 

11-3．今後10年で取り組む方向性と目標 

非均質情報源からの超大容量で多様な地球観測デ

ータから，有用な科学的知見を抽出し，危機管理や

資源管理等の政策や意思決定のための情報を得て，

これを国際的に共有するために，次の考え方が必要

である． 
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11-3-1. 地球観測データの公開性，流通性，統一的

利用性の向上を目指す 

(1)統合的利用のインセンティブを促すサービス 

国際的合意の下に，データの収集ネットワークの

構築，品質管理，データフォーマットの統一化を進

める．しかし，その調整にいたずらに時間と労力を

割くのではなく，先ずはメタデータの共通化を目指

し，その上でデータ提供側のインセンティブを促す

ようなサービス(例えば，ライフサイクル管理された

類似するデータの参照支援，品質管理支援やデータ

フォーマット変換支援を行うシステム等)を提供す

ることによって，データ提供側とユーザ側がともに

データの統合的利用のメリットを共体験することが

肝要である．その上で，さらに理想的なデータ収集・

品質管理・アーカイブに関する国際協力体制の構築

へと進むことが望ましい． 

 

(2)段階ごとのデータポリシーに関する合意 

データポリシーに関しては理想的な像を描きつつ

も，それぞれの地球観測分野の状況に合わせて，実

行可能で詳しく記述した方策を合意し，国際的にデ

ータ交換・統合利用の実績を共有することを積み上

げながら，より理想的な段階へステップアップする

戦略を取るべきである． 

 

(3)国際協力の推進 

地球観測データは，複数の国，地域が協力して，

全地球的でより総合的なシステムを階層的に構築し

ていくことが望ましい．地球観測におけるわが国の

観測，研究，調整能力や国際的なリーダシップ，地

域特性における強みに鑑みて，独自性を発揮しつつ

も，地球観測データの公開，流通，統一的利用の促

進の国際的責任を担える分野，階層において，デー

タセンターとしての機能を有する組織を設立し，国

際的貢献を果たすべきである． 

 

11-3-2. 現象の包括的理解を促進するシステムを開

発する 

地球システムは様々な事象が相互に関連しており，

その包括的理解には個々のサブシステムを理解する

だけでなく，全体システムを理解し，それに基づい

て予測の高度化を進めなければならない． 

例えば熱帯域の森林火災は地域の乾燥化が引き金

であるが，乾燥化をもたらしているのはエルニーニ

ョなどの地球振動現象であり，また森林火災によっ

て放出されるエアロゾルは日傘効果によって日射量

を減少させて人々の健康や農作物生産に影響を与え，

また間接的な効果により雲量を増大させるが降水量

は減少させるといった特異な現象を引き起こす． 

これらの包括的な理解には，大気，陸域，海洋の

物理系，生物系，化学系のプロセスと人間圏の応答

に関する観測データ，社会経済データを統融合し，

データ同化やデータマイニングなどの新たな手法の

導入によって複雑系を解析する能力を球けることが

不可欠であり，得られる包括的理解によってより精

度の高い予測が可能となる． 

 

(1)地球観測データ統合化システムの開発 

観測者(データ提供者)自身が容易に品質管理でき

て，統一フォーマットに自動変換できる支援システ

ムを開発して，そのサービスを広く提供し，多種多

様な地上ベースの観測データのオープンなデータベ

ース化を推進する．これにより，データ提供者およ

びデータ利用者のデータ統合利用を支援する． 

衛星データに関しては，地球観測衛星委員会

(CEOS)との協力の下に，データカタログ機能の高度

化，ネットワークによるデータ転送，フォーマット

変換，幾何補正，多種データの重ね合わせ，複合ア

ルゴリズムの適用，データベース化などの高度なデ

ータ処理解析技術（ソフトウェア）を開発する試み

がある．こうした研究開発的な作業をひろげ，数値

モデルの出力を地上ベースの観測データや衛星観測

データによって検証するシステムを開発することに

より，研究機関によるモデル改良やモデル予測精度

の向上を目指す．また，これにより，地上ベースの

観測データの品質が確認される上，(品質管理され

た)数値モデルの出力自体の流通促進を図ることが

可能となる． 

 

(2)データ同化システムの開発 

地上ベースの観測データ，衛星観測データと，衛

星観測原理である放射伝達モデル，地球システムを

記述する数値モデルとを組み合わせることによって，

観測データの空間的，時間的な代表性の限界を補う

ことのできるデータ同化手法を開発し，時空間的，

物理的に整合性のある地球統合化データセットを作

成するとともに，精度の良い予測や力学解析を行う

上で重要な四次元再解析データセットを構築する.

さらに生物・生態系プロセスや農業的な土地利用と

いった人間活動プロセスも取り込んだより統合的な

同化手法へと展開を図る． 

 

(3)データマイニング手法の開発 

ぺタ(10 の 15 乗)バイト級におよぶ地球システム

情報は従来の手法では解析しえない．そこでデータ

マイニングシステムを開発し，例えば研究者の様々

な解析パターンをコンピュータで具現化する等，地

球統合化データセットの高度な解析支援システムを

開発する． 

 

11-3-3．社会経済利益に貢献できる情報を提供する 

社会経済的な利益分野（災害，健康，エネルギー，

気候，水資源，気象予測，農業，生態系，生物多様

性など）の政策や意思決定において，地球観測デー

タや数値モデル出力等の自然科学的な情報に対する

ニーズは非常に高いが，有効に利用されていないの

が現状である．実際には，広域の現状の把握のみな

らず，地域的な特性に依存したローカルな将来動向
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に関する情報との融合と，実際の管理ニーズにあわ

せた有用な情報への翻訳が必要となる．現在この翻

訳システムの開発が致命的に遅れている．また得ら

れる有用な情報を国際社会で広く共有することも必

要となる． 

 

(1)自然科学的データと人文・社会的データの統合 

地球環境問題に対して自然科学的視点と人文・社

会科学的視点を統合してアプローチするためには，

性質の異なるデータを重ね合わせることを可能とす

る基盤を構築する必要がある．そのためには，ベー

スとなる世界共通の基礎的地理情報を共有すること

がまず必要である． 

我が国が中心となって国際協力の下に地球地図プ

ロジェクトが推進されている．現在，18カ国の交通

網，境界，水系，人口集中地区，標高，植生，土地

利用，土地被覆の 8 項目のデジタル地理情報が公開

されているが，この整備体制を強化し，データの信

頼性や解像度の向上，収集項目などの一層の高度化

を進める必要がある． 

さらに，基礎的な地理情報を利用して多様な自然

科学的データや人文・社会データを国際的に流通・

共有化するためのデータ標準化やメカニズムの整備

を進めるとともに，これらの活動を積極的に評価，

支援する環境を整備する． 

 

(2)高度予測情報の提供 

近年の数値計算技術の発達と計算機能力の増大に

より，詳細な過程を含む高分解能モデルや，変分法

を用いた高度な同化手法などが開発されてきており，

数値予報にも応用されつつある．また過去の地球シ

ステムの状態を再現しその変動トレンドをより正確

に把握するための長期再解析も実施されるようにな

っている．また，衛星観測手法，数値モデル，同化

スキーム等を組み合わせた，地球規模から地域規模

の変動を組みこんだローカルな現象の予測システム

の開発も着手されている． 

国内各機関との協力により，このような高度な数

値予測モデルと地球観測データ統合化システムとを

組み合わせた，高度な予測情報提供システムを開発

し，政策決定機関による各地域における政策や意思

決定を支援する． 

 

(3) 情報の国際的な共有システムの構築 

自然科学のみならず人文・社会データも含んだ情

報の流通や多様な利用のためには，データの標準化

などに加えて，各国，各地域の要求に応じた自然科

学的，人文・社会科学的コンテンツやそれらのメタ

データを，センサーネットなどのネットワーク技術

によるローカルで，高密度，冗長・頑健なシステム

によるデータ収集を実現し，ネットワークを通して

情報の共有を可能とするデータセンターが必要であ

る．またUNESCOやFAOなど国際的な枠組みに提案し，

その普及を図る． 

11-3-4. 革新的情報科学技術の導入，開発に積極的

に取り組む 

地球環境科学と情報科学技術との相互協力によっ

て，地球観測データ，社会経済データ，数値予測モ

デルの出力を統融合し，新たな情報価値を創出して

国際的に共有する． 

 

(1)観測システム，計算機能力とバランスしたデータ

システムの開発 

 これまでの情報科学技術分野の一つの流れは計算

機能力（プロセッサ能力）の改善であり，現在のテ

ラ（10 の 12 乗）フロップスから GEOSS 時代にはペ

タフロップスの時代へ入ると考えられている．地球

環境科学分野でもこれまで計算機能力の改善による

数値予測モデルの性能改善にのみに目を向けられて

きたが，GEOSS 時代には衛星観測データならびに数

値予測モデルの出力の量が飛躍的に増大し，現在の

テラ（10 の 12 乗）バイトからペタバイトあるいは

エクサ（10 の 18 乗）バイト時代を迎えようとして

いる． 

したがってデータシステムおける情報科学技術分

野の革新的な貢献がない限り，包括的な観測データ

やモデル出力を有効に社会経済的な利益分野（災害，

健康，エネルギー，気候，水資源，気象予測，農業，

生態系，生物多様性など）に役立てることは不可能

である．それどころか，現在ですら観測データおよ

び数値予測モデルの出力がこれら社会経済的利益分

野に十分に利用されていないという事実は，観測シ

ステムや計算能力と比較してデータシステムの開発，

整備がいかに遅れていたかを示しているといっても

過言ではない． 

 

(2)データの政策的ライフサイクル管理システムの

開発 

データマイニングや情報融合などによって多量で

多様なデータから新たな情報価値を創出するために

は，超大規模データベースシステムや情報ライフサ

イクル管理などの情報科学技術における研究開発が

不可欠で，これらの技術によって衛星観測データや

数値予測モデルの出力といった超大量のデータの収

集，編纂，検索機能を飛躍的に向上させる必要があ

る． 

同時に地上観測や社会経済的データ等の不均質な

情報源からの多様なデータを収集し，品質を管理す

るための情報科学技術の開発が必要である．また，

特に研究的な観測データや社会経済的データについ

ては，情報提供を待っているだけでなく，広く世界

をモニターし必要な情報を探索する能力の開発も重

要な要素である． 

 

(3)データおよび情報を 100 年管理する情報科学技

術の開発 

 地球環境科学と情報科学技術の相互協力を考える

ときに重要視しなければならないのは，地球環境科
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学では特に情報の蓄積（積分）が重要でそのスケー

ルが 100 年に及ぶのに対して，情報科学技術では開

発の速度（微分）を重要視してきたということであ

る． 

ハワイで 1950 年代に始まった二酸化炭素観測が

今日の地球温暖化問題を認識させ，人類へ警鐘を鳴

らし，国際的取り組みへの引き金となったことを考

えれば，継続した観測とそのデータの蓄積が必要で

あることは明らかであろう．現在，気象の中期予測

において世界でもっとも高精度を誇るのは欧州中期

予報センターと評されているが，その秘訣はセンタ

ー創設以来過去 20 数年にわたって予測に用いたデ

ータと予測結果をすべて収録，編纂して，適切に管

理することにより，それらを随時最新の予測モデル

に反映しているからといわれている．わが国で現在

進めている気象の長期再解析も，この欧州中期予報

センターの資産に負うところが極めて大きい． 

地球環境科学におけるデータおよび情報の蓄積の

重要性に比較して，これまで情報科学技術分野は

2000年問題に代表されるように，長期的視野という

よりは開発の速度（微分）を重要視してきた．地球

観測のデータシステムの開発には，100 年のスケー

ルを見据えた情報科学技術分野の革新的展開が望ま

れる． 

 

11-4. 今後 10年間程度の取り組みの重点事項 
11-4-1. 非均質情報源からの超大容量で多様な地球

観測データの統合的管理 

(1) 先進的ストレージ技術による超大規模データの
政策的ライフサイクル管理 

(2) メタデータの標準化と利用環境の開発 
(3) データ提供側，特に人文社会科学分野のデータ
公開，共有化を促すようなサービスの提供やサ

ポート体制の整備 

(4) 実行可能で詳しく記述されたデータポリシーの
策定 

 

11-4-2. 超大容量で多様なデータ，モデルの出力の

情報融合による価値創生 

(1) データ同化システムの開発 
(2) データマイニング手法の開発 
(3) 多様なデータの重層的可視化を可能とする先進
的データベース技術の利用 

(4) データ辞書の整備・交換（オントロジーの整備・
公開） 

 

11-4-3. 社会的利益に資する情報の提供と国際的な

共有 

(1) 地理情報，データ標準化による自然科学的デー
タと人文社会的データの統合 

(2) 高度数値予測モデルと地球観測データ統合化シ
ステムとの組み合わせによる高度予測情報の提

供 

(3) Web サービスによる情報の国際的な共有システ

ムの構築 

(4) センサーネットなどによるローカルで，高密度，
冗長・頑健なシステムによる地上データ収集と

有用な情報への変換と情報の共有 

 

11-4-4. 地球観測のデータセンター機能の提供 

地球観測におけるわが国の観測，研究，調整能力

や国際的なリーダシップ，地域特性における強みに

鑑みて，独自性を発揮しつつも，地球観測データの

公開，流通，統一的利用の促進の国際的責任を担え

る分野，階層において，以下の二つのデータセンタ

ー機能を確立し，国際的な連携及び府省連携のもと，

効果的，効率的に研究，開発，サービス提供を行う．  

 

(1)集中型データ統融合センター 

データ提供機関の独自性を確保しつつ，非均質情

報源からの超大容量で多様な地球観測データの統融

合を効果的に行い，新たな情報価値の創生とその国

際的共有を目的として，4-1～4-3の成果を兼ね備え

た集中的なデータ統融合センターを設立し，データ

GRID，WEB サービス等を介した国際的な機関協力を

目指す． 

 

(2)分散型データ統合センター 

非均質情報源からの多様なデータを，ユーザがネ

ットワークを用いて手軽に，しかも統合的に利用で

きる分散型データ統合センターとしての機能を開発

し，サービスを提供する． 

 

11-5. 留意事項 

11-5-1. 分野横断的協力が必要 

多量で多様なデータを多機関から収集し，アーカ

イブするには，最新の情報科学技術分野におけるデ

ータベースおよびネットワーク技術を導入し続ける

ことが不可欠で，人文・社会系も含めた地球観測の

各分野と IT 分野の有機的で建設的な研究・技術開

発・定常運用体制を確立しなければならない． 

 

11-5-2. 人的資源の重点的な投入が必要 

地球観測分野における情報科学技術基盤の整備に

は，計算やアーカイブ資源の整備が不可欠ではある

が，データ収集と品質管理，データ統合化，データ

から地域支援情報への翻訳のための研究・技術開

発・定常運用のために相応の人的資源が必要となる

ことから，人的資源の重点的な投入が最も重要であ

ることに留意しなければならない． 

 

11-5-3. 現業機関と研究グループの連携が必要 

データが現業機関と研究観測から提供され，また

データシステムが IT 分野の先端的な研究開発事項

であるとともに現業的な長期運用が必要なことを考

慮して，研究グループ，技術開発グループ，現業機

関による連携体制を築くことが，持続的発展が可能

な地球観測システムの基本的戦略である． 
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11-6. 課題分析表 

（「重点化の必要性」の◎印は重要度の高いもの） 

ニーズ 

（重要度） 
現状 ギャップ（問題・課題） 具体的な取り組み

重点化

の必要

性 

重点化の視点（留意事項）

○非均質情報

源からの超大

容量で多様な

地球観測ﾃﾞｰﾀ

の統合的管理 

○気象，海洋の現業観測

ﾃﾞｰﾀはそれぞれ国際的

枠組みの下でﾃﾞｰﾀの共

有化が進展 

○先端的な観測機材の

投入や一部地域，期間の

強化観測によって多く

の発見的成果 

○基本的には各機関で

の独自のﾃﾞｰﾀ管理が行

われ，管理体系が不明瞭

な場合が多い 

○生態調査や人間活動

が環境に与える影響に

関するﾃﾞｰﾀ収集が進展 

○現業的な観測ﾃﾞｰﾀの

場合はｵﾝﾗｲﾝでのﾘｱﾙﾀｲﾑ

利用が可能な場合があ

る 

○現業ﾃﾞｰﾀの共有化において

分野による格差が大 

○国や地域により現業観測ﾃﾞ

ｰﾀの観測量，質が低下 

○基本的には各機関で独自の

ﾃﾞｰﾀ管理が行われているが，

統合管理の体系は不在な状況

であるので，統合的利用が進

まない 

○研究観測ﾃﾞｰﾀは計測方法・

ﾌｫｰﾏｯﾄの多様性，品質格差，

長期継続性が，統合的利用の

ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ 

○研究観測ﾃﾞｰﾀの散逸の危険

が高い 

○研究観測ﾃﾞｰﾀは遅れﾓｰﾄﾞ/ｵ

ﾌﾗｲﾝﾃﾞｰﾀのため緊急時の利用

が不十分 

○生態学，地理学，人文社会

科学分野にｼﾌﾄするにつれﾃﾞｰ

ﾀ流通が滞り，分野横断的・体

系的取り組みの障壁となって

いる 

○個々の機関におけ

る独自の専門的ｻｰﾋﾞｽ

の継続と，超大容量で

多様な地球観測ﾃﾞｰﾀ

の統合ｱｰｶｲﾌﾞによる

新たな価値創生を実

現するｾﾝﾀｰ機能の確

立 

○先進的ｽﾄﾚｰｼﾞ技術

によるﾎﾟﾘｼｰﾍﾞｰｽの超

大規模ﾃﾞｰﾀのﾗｲﾌｻｲｸﾙ

管理 

○ﾒﾀﾃﾞｰﾀの標準化と

利用環境の開発 

○ﾃﾞｰﾀ提供側，特に人

文社会科学分野のﾃﾞｰ

ﾀ公開，共有化を促す

ようなｻｰﾋﾞｽの提供や

ｻﾎﾟｰﾄ体制の整備 

○実行可能で詳しく

記述されたﾃﾞｰﾀﾎﾟﾘｼｰ

の策定 

◎ 

○国際的合意の下に，ﾃﾞｰﾀ

の収集ﾈｯﾄﾜｰｸの構築，品質

管理，ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの統一化

○全地球的でより総合的

なｼｽﾃﾑを国際協力で段階

的に構築 

○ﾃﾞｰﾀ提供側とユーザ側

がともにﾃﾞｰﾀ統合化のﾒﾘｯ

ﾄを共体験 

○国際的な実績を共有す

ることにより，より理想的

な段階へｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ 

○わが国の国際的ﾘｰﾀﾞｰｼｯ

ﾌﾟ，地域特性における強

み，独自性を重視  

○分野による取得ﾃﾞｰﾀに

関する権利意識や価値判

断など「文化」の差を考慮

した柔軟な取り組みを進

める 

○超大容量で

多様な地球観

測ﾃﾞｰﾀの情報

融合による価

値創生 

○地上観測からは，時間

的連続性はあるが点観

測のﾃﾞｰﾀが，一方，航空

機・船舶・衛星からは，

線的・面的ではあるがｽﾅ

ｯﾌﾟｼｮｯﾄ的な観測 ﾃﾞｰﾀ

が取得される 

○地球観測ﾃﾞｰﾀ量は膨

大で，急激に増加（2010

年頃には数～数十ﾍﾟﾀ

（10の 15乗）ﾊﾞｲﾄ） 

○機動的な情報融合に耐えう

るｼｽﾃﾑの不在 

○時間的，空間的特徴の違い

により，観測ﾃﾞｰﾀの統合的利

用が困難 

○観測のみから時間的，空間

的に連続な情報を得ることは

不可 

○衛星観測ﾃﾞｰﾀは，ﾃﾞｰﾀ量膨

大，時空間分解能・投影図法

等が多様，観測時の付随情報

が複雑という特徴により統合

的利用が困難 

○生態学，地理学，人文社会

科学分野にｼﾌﾄするにつれ，不

定形・記述的なﾃﾞｰﾀが増加 

○超大容量で多様な

地球観測ﾃﾞｰﾀの情報

融合による価値創生

を実現するｾﾝﾀｰ機能

の確立 

○ﾃﾞｰﾀ同化ｼｽﾃﾑの開

発 

○ﾃﾞｰﾀﾏｲﾆﾝｸﾞ手法の

開発 

○多様なﾃﾞｰﾀの重層

的可視化を可能とす

る先進的ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技

術の利用 

○ﾃﾞｰﾀ辞書の整備・交

換（ｵﾝﾄﾛｼﾞｰの整備・

公開） 

◎ 

○ﾃﾞｰﾀ提供側とユーザ側

がともにﾃﾞｰﾀ統合化のメ

リットを共体験 

○国際協力による相互利

用性（interoperability）

の向上 

○観測，ﾃﾞｰﾀｼｽﾃﾑ，ﾓﾃﾞﾙ，

社会的利益分野ﾕｰｻﾞｰとの

相互協力体制の確立 

○わが国の国際的ﾘｰﾀﾞｰｼｯ

ﾌﾟ，地域特性における強

み，独自性を重視 
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○社会的利

益に資する

情報の提供

と国際的な

共有 

○危機管理や資源管

理などの政策や意思

決定の場での自然科

学的な情報のﾆｰｽﾞは

高い 

○危機管理や資源管

理では，地域的な特

性に依存したﾛｰｶﾙな

将来動向に関する情

報があわせて必要 

○地域における適応

戦略や対策を企画・

評価するにあたり必

要な人文社会的なﾃﾞ

ｰﾀもきわめて不足 

○数値計算技術の発

達と計算機能力の増

大により，高分解能

ﾓﾃﾞﾙや高度な同化手

法などの開発，長期

再解析に着手 

○実際の管理ﾆｰｽﾞにあわせ

た有用な情報への翻訳ｼｽﾃﾑ

が未整備 

○国際的な情報共有のため

のﾈｯﾄﾜｰｸとその運営体制が

未整備 

○情報を国際的に流通・共

有化するためのﾃﾞｰﾀ標準化

やﾒｶﾆｽﾞﾑが未整備 

○自然科学的，人文社会科

学的ｺﾝﾃﾝﾂや，それらのメタ

ﾃﾞｰﾀの収集・構築が未整備

○人文社会学的なﾃﾞｰﾀは国

などによる統計ﾃﾞｰﾀを除

き，これまでほとんど流通

していない 

○地理情報，ﾃﾞｰﾀ

標準化による自然

科学的ﾃﾞｰﾀと人文

社会的ﾃﾞｰﾀの統合 

○高度数値予測ﾓﾃﾞ

ﾙと地球観測ﾃﾞｰﾀ統

合化ｼｽﾃﾑとの組み

合わせによる高度

予測情報の提供 

○Web ｻｰﾋﾞｽによる

情報の国際的な共

有ｼｽﾃﾑの構築 

○ｾﾝｻｰネットなど

によるﾛｰｶﾙで，高密

度，冗長・頑健なｼ

ｽﾃﾑによる地上ﾃﾞｰﾀ

収集と有用な情報

への変換と情報の

共有 

◎ 

○地理情報，ﾃﾞｰﾀ標準化に

よる自然科学的ﾃﾞｰﾀと人文

社会的ﾃﾞｰﾀの統合 

○高度数値予測ﾓﾃﾞﾙと地球

観測ﾃﾞｰﾀ統合化ｼｽﾃﾑとの組

み合わせによる高度予測情

報の提供○Web ｻｰﾋﾞｽによる

情報の国際的な共有ｼｽﾃﾑの

構築 

 
 


